
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
SDGsを表面処理で実現する 

省エネルギーの達成へ 

排水処理設備の更新による消費電力 10％削減！ 

一般社団法人 日本表面処理機材工業会 
環境部会・情報委員会  

古い設備を使用し続ける事での問題点 
 

現在、国内工場では工業排水を処理するためのプラン

ト・機器類の設置が義務化されております。 

しかしながら、生産ラインなどは必要に応じて環境の

負荷も少ない省エネルギー設備へと更新されております

が、法令の求めで設置された非生産設備につきまして

は、工場設立時のまま修理を重ねて更新されず稼働を続

けていているものが多く見受けられます。 

 この事により、プラント内で使用されている構成品な

ど現在の省エネ基準を満たしていないものもあり、環境

を守るべき設備が逆に環境に負荷をかけるという事が発

生しております。 

 
 

情
報委員会 

このような状況で、環境部会は国内外の工場を保有されているみなさ

まへ、設備の更新を提案しております。たとえ、排水処理能力が以前設

置したものと同様のプラント内容での更新でも、古いエアコンや冷蔵庫

を故障がないとして稼働し続けることでの大量の電力消費が入替によ

って大幅に改善・削減されるように、設備の更新により、時代の進歩に

よって改善改良されたプラント機材ならびに各制御機器の入替、あるい

は排水処理フロー自体の見直しを行うことで、現在では必要のない機材

等を削減し、省電力・省エネルギー化、ひいては、生産設備・ライン内

の作業等の無駄の減少にもつながることによるカーボンニュートラル

Co2削減にも貢献できるとして積極的に推進してまいります。 

(左記：資源エネルギー庁 省エネ性能カタログ 2013 年冬版より抜粋) 

 
 
 

先般開催されました COP26 におきましても、世界が 1 つになって
地球環境を守るだけではなく、どのようにして次の世代へつないでいく
かが問われています。 
当部会でも SDGｓの活動を通じまして、すべての人々に安全に使用

できる水を守り続ける事への取り組みを続けてまいりたいと思います。 

 
 

私たちはこう考えます！！－機材工環境部会－  

生産設備導入からの経過年数 

For a bright future 

accompanied with 

clear water and sky 


